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あらまし：教授・学習過程において学習者の心的状況を理解することは重要であるが，学習者はネガティ

ブな感情を意図的に表出しないことがある．本研究では，このようなネガティブな感情を意図的に表出し

ないことを感情隠蔽と呼び，学習者の生体情報から推定することを検討した．特に，感情隠蔽状態を生体

情報の時系列データから感情隠蔽の定量化を行い，それを異常値として検出することを試みた． 
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1. はじめに 
コミュニケーションにおいて，相手の発話内容を

理解することができないことは日常的に起きうるこ

とである．しかし，その状態を解消しないままに会

話を継続することは結果的にコミュニケーションの

質の低下につながることになる．教授学習過程は教

授者と学習者のコミュニケーションとして捉えるこ

とができるため，同様のことは学習時においても起

きうることである．特に，教授者と学習者という非

対称な関係，あるいは学習環境における学習者自身

への他者からの評価を鑑みて，学習者は教授者の発

話内容が理解できない等のネガティブな感情を意識

的に表出しないことがしばしば起きうる(1)．このよ

うな状態が継続することは結果的に学習の質の低下

につながることになる．本研究ではネガティブな感

情を意識的に表出しない行為を感情隠蔽(2)と呼ぶこ

ととする．すなわち，感情隠蔽とは自身のネガティ

ブな感情を認識しながらもその感情を意識的に表出

しないことと定義する．このような感情隠蔽状態を

本研究では生体情報を用いて推定することができる

のではないかと考えた．さらに生体情報から感情隠

蔽の定量化をし，異常値として検出することを試行

している．この問題を解決することにより，学習者

が隠蔽していた感情を推定することにより，教師が

学習者の心的状況をより正確に把握することができ，

結果的により質の高い学習が実現できることが期待

される． 
2. 学習中の感情隠蔽状態と生体情報に関す
る予備的検討（実験 1） 

感情隠蔽は生体情報から得られるのか，もし得ら

れたとしたら，学習中においてどのような反応があ

るのかということを調査する実験を行なった．具体

的には，学習者に本研究での感情隠蔽の定義，実験

中に撮影を行うこと，2 回授業を受けてもらい，1
度目はネガティブな感情が生じたら感情隠蔽を行っ

てもらい，2 度目は通常通りに受けてもらうという
教示を与え，こちらが提示した前半は簡単で後半に

かけて内容が難しくなっている 25 分程度のオンデ
マンドコンテンツを視聴している学習者の生体情報

を取得した．また，学習中において，感情隠蔽があ

ったのか，あった場合どの時間帯に起きたのかとい

う内省報告を学習者が 2回オンデマンドコンテンツ
を見てもらった後に，記録映像を見ながら求めた．

取得した生体情報と学習者の内省報告から，感情隠

蔽時と平常時において，学習中の呼吸（図 1と図 2）
と脈波において違いがあることが示唆された，また，

撮影した記録映像を視聴した際に，学習者の感情隠

蔽時と平常時における表情の違いも示唆された． 

 
図 1 感情隠蔽時の呼吸のグラフ 
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図 2 平常時の呼吸のグラフ 

3. 学習中における感情隠蔽状態と通常時の
学習者の表情に関する検討および分析（実

験 2） 
先程の実験 1で得られた生体情報に加えて，表情
にも違いがあった．そこで実験 2では，表情に注目
をして分析を行なった．実験 1と同様の教授を与え，
学習中において，感情隠蔽があったのか，あった場

合どの時間帯に起きたのかという内省報告を学習者

が 2回オンデマンドコンテンツを見てもらった後に，
記録映像を見ながら求めた．Open Face(3)という顔認
識に特化したディープラーニングを用いて分析を行

なった．さらに今回の分析に用いたのは，この Open 
Faceから出力される Action Unit(4)（表 1）の強度を
数値化したものを対象に分析を行なった．学習者か

らの内省報告と Open Face を用いた分析の結果，
Action Unit2,9,10,12,17,23の 6種類で，感情隠蔽時と
平常時において差異が示唆された．この 6 種類の
Action Unitを組み合わせてみると考えているような

顔ができ，学習者全員で，口周りに何かしらの共通

性があるということが示唆された．学習者の多くは，

感情隠蔽時にAction Unitの強度が高いことが多かっ

たが，一部の学習者では，平常時の方が感情隠蔽時

よりも Action Unitの強度が高いことが示唆された. 
表 1 出力される Action Unit 

 
4. 感情隠蔽の定量化および分析 
実験 2で得られたAction Unitの強度の時系列デー

タにおいて異常値を示す時区間と感情隠蔽の関係が

あるものと仮定し異常値検出(5)の手法を適用した．

分析は 1,2,3,4,5,10,15,20（図 3）秒間隔で異常値検出

を行なった．結果的に，どの秒数間隔でも異常値を

検出することはできたが，実際に学習者の内省報告

からあった感情隠蔽時区間と有意な関係性を導くこ

とはできなかった．この考察として，Action Unitの
強度の大きさの振れ幅が大きいことによって有意な

関係性を導くことができなかったのではないかと考

える． 

 
図 3 分析の結果一部抜粋 

5. まとめと今後の課題 
本研究では，生体情報を用いて学習中の感情隠蔽

状態を推定することを目的に研究を行った．その結

果，学習者ごとによって強度は違うものの，表情や

呼吸，脈波といった生体情報に違いがあるという知

見を得た．また，表情の中でも特に学習者の口周り

に感情隠蔽との関係性があることが示唆された．今

後の課題として，被験者数を増やすこと，感情隠蔽

の定量化および分析方法を考え直すことが挙げられ

る． 
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